
第 124 回 学長定例記者会見          

第 1２４回 学長定例記者会見 

 

日時：令和 2 年 8 月 27 日（木）１１：００～１１：３０ 

場所：広島大学 東広島キャンパス 法人本部棟 2 階 2F 会議室 

   ※ テレビ会議システムにより、記者会見の模様を同時配信 

     受信場所：東千田キャンパス 東千田未来創生センター 4-1 

※ YouTube による録画配信を実施 

 

 

【発表事項】 

１． 令和 2 年 10 月に広島大学国際交流拠点施設の建設工事に着手 

   ～ 「国際的研究拠点東広島」の形成に向けた環境整備 ～ 

 

 

 

２． 世界初の角筆資料室を中央図書館に設置しました 

 

 

 

 

 

【お知らせ事項】 

１． 広島大学 2017 年度採択 世界展開力強化事業タイプ A（インド）「先端技術を社

会実装するイノベーション人材養成のための国際リンケージ型学位プログラム」 

第１回学生ワークショップ Technologies for the Future を 9/25 

（金）にオンライン開催します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■次回の学長定例記者会見（予定） 

    日時： 令和２年 9 月下旬 

場所： 広島大学 霞キャンパス 



第 124 回  学長定例記者会見  発表事項 1     

 

令和 2 年 8 月 27 日 
 

令和 2 年 10 月に広島大学国際交流拠点施設の建設工事に着手 

〜「国際的研究拠点東広島」の形成に向けた環境整備〜 

  
広島大学は、東広島キャンパスにおける国際的研究拠点東広島の形成に向け

て、イノベーション創出、内外の多様な人々の交流と知識の循環、海外のトッ

プ研究者や優れた留学生に対する安全で快適な居住空間の提供など複合的な

機能を持つ「国際交流拠点施設」の整備事業を進めてきました。 

 このたび、令和元年９月策定の整備基本計画を基にした設計業務が完了しま

した。今後は令和３年秋の開設を目指して、本年１０月建設工事に着工します。 

 

本施設は、「緑で紡ぐ交流の丘」を設計コンセプトとし、誰もが親しむ自然

豊かな環境に呼応して、既存の並木や丘、小道などを継承する配置計画とセル

が積み重なる有機的な建物形状で、持続可能社会を体現するシンボリックな外

観デザインとしています。 

 また、１階・２階はエントランスを中心として、開放的でフレキシブルに使

える多目的スペースやコミュニティキッチンなど多彩な交流空間、イノベーシ

ョン創出空間を持つとともに、３階以上の宿舎スペースでは入居者同士の交流

を促進する交流ラウンジなどを配置し、区分を明確にしつつ交流を図る設えと

なっています。7 階には内外からトップクラスの研究者を呼び込むため居室を

整備したことも特徴の一つです。 

なお、建物全体が、バリアフリーに配慮したものとなっています。 

 

 

〇施設の概要 

（１）  開設予定 

   ２０２１年（令和３年）秋 

（２）  建物規模 

   建鉄筋コンクリート造 

   （一部鉄骨造）7 階 

   建築面積   ９７３㎡ 

   延床面積 ３，９５４㎡ 

（３）  全体事業費 

   約１５億円 

（大学自己資金１０億円、 

東広島市支援 ５億円） 

（４）  機能 

①イノベーション創出機能、②交流拠点機能、③宿舎・生活機能 

（５）  機能の配置 

  １・２階 多目的スぺÜス、コミュニティキッチン、カフェ、オフィス、 

       会議室など 

  ３～７階 宿舎（６８室 うちバリアフリー居室３室）、交流ラウンジなど 

国際交流拠点施設 完成予想図 



（６）その他 

  ネーミングライツなどについても検討する。 

 

【施設の概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設内のイメージ図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【お問い合わせ先】 

 
学術・社会連携室 地域連携部門 三戸 

TEL:082-424-5871 



学長定例記者会見資料 2020.8.27

国際交流拠点施設整備の概要

◇実施設計完了：令和２年 ８月２５日

◇着 工 予 定：令和２年１０月上旬

◇竣 工 予 定：令和３年 ９月末

令和２年８月 広島大学 学術・社会連携室

Hiroshima University

１

東広島キャンパス
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Hiroshima University
施設の外観 鳥瞰パース

「緑で紡ぐ交流の丘」を設計コンセプ
トとし、誰もが親しむ自然豊かな環境に
呼応して、既存の並木や丘、小道などを
継承する配置計画とセルが積み重なる
有機的な建物形状で、持続可能な社会
を体現するシンボリックな外観デザインと
している。

２



国際複合交流拠点施設整備の概要

項 目 内 容 備 考

施設の用途 国際交流拠点施設

建設用地 東広島市鏡山
広島大学東広島キャンパス

大学会館東側

主要機能 ①イノベーション創出機能
②交流拠点機能
③宿舎機能（宿泊施設６８室）

諸室 1階 多目的スペース、管理事務室
カフェ、小会議室、コミュニティー
キッチン等

2階 大会議室、オフィス、小会議室等
3階～7階

宿泊室、交流ラウンジ

■施設整備の概要 ■整備の内容

○開設予定 ２０２１年（令和３年）秋

〇７階建 鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造）

○建築面積 ９７３㎡

〇延床面積 ３，９５４㎡

○全体事業費 約１５億円

○事業手法 設計・施工一括発注方式

〇設計業者 株式会社あい設計

〇工事業者 株式会社鴻池組

Hiroshima University
国際交流拠点施設整備の概要
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Hiroshima University

多目的スペース（２３４．１㎡）
カフェ （５９．９㎡）
大会議室 （１２１．６㎡）

留学生用居室（１６．７㎡） ３４室
留学生等バリアーフリー居室（３３．５㎡）

３室
単身研究者用居室（２２．９㎡） ２５室
家族研究者用居室（６６．４㎡） ４室
トップ研究者用居室（６９．３㎡） ２室

計 ６８室



Hiroshima University

整備地（東図書館、大学会館との連携）
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東図書館

整備地

大学会館



Hiroshima University
国際交流拠点施設の機能等
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多様な人々の交流による賑わいづくりと「知識の循環」

イノベーション・ハブによる新事業の創出など

安全で快適な空間（交流・居住施設）の提供

周辺施設との連携による効果的な管理運営

◆周辺施設について、東図書館はラーニング・コモンズやセミナー室など、学習・集会機能を有し、大学会館

は、食堂や売店、集会室など、生活・集会機能を有している。両施設との連携を図り、この一帯の賑わい創

出機能を高めていくこととする。

本施設は、海外からの研究者や留学生に安全で快適な生活環境を提供するとともに、「知の拠点」として、そ

れらの人々や企業技術者、起業家、市民などとの交流により、知識の循環を育む。また、広島大学の東広島市

におけるイノベーション・ハブとして、イノベーション創出機能を最大限に発揮することを目指し、教員、学生、市

民にも親しまれ、誰もが気軽に利用・参加する賑わいあふれる施設にしていく。

◆海外のトップ研究者や優れた留学生を呼び込むためには、一定レベル以上の快適で安全な宿舎の確保ととも

に、生活情報の提供、文化機能、交流機能の充実が必要であり、積極的な運営活動を展開する。

◆本施設は、世界と結ぶグローバルイノベーションの連結点（ハブ）として、様々な立場・職種の人々がアイデア

やシーズを生み、それをセミナーやワークショップなどにより具体化していき、新事業につなげていく運営を行

うこととする。

◆グローバル展開により、海外からトップ研究者や留学生を呼び込み、様々な交流で、地域の「知の拠点」として

知識の循環を育み、同時に、地域に根ざした事業展開を図り、地域の国際化の推進、地域活性化に取り組む。



① １階部分をガラス張りとし、中での施設活用の様子が外から見える構造とする。
② 多目的スペースは、用途を固定することなく、セミナーや交流会など自由な使い方ができる施

設とする。カフェ、ラウンジなどを設け、利用しやすい施設とする。

① 機能的な諸室の配置とする。
② ユニバーサルデザインを取り入れ、バリアフリーに配慮するなど、使いやすい施設、環境とする。
③ 研究者及び留学生等の混在型宿舎とするが、管理が容易な計画とする。
④ 入居者間の日常的な交流を促進する施設及び環境とする。
⑤ 個室の居住環境、プライバシーに配慮した計画とする。
⑥ 外国人研究者や留学生が、日本での生活に安らぎと親しみを覚え、生活経験が良い思い出
として残るような施設、環境とする。

⑦ 外国人研究者や留学生が居住するに当たって、分かりやすく案内性のよい空間構成、適切な
案内板やサインの設置により、円滑な移動や利用を促す計画とする。

⑧ 大学が用意するネットワークシステムに対して、容易に接続できるよう情報通信機器を整備する。

.

1 景観や地域環境に配慮した施設

２ 内外の研究者や学生、市民などが集まりやすい施設

３ 外国人研究者や留学生等が生活しやすく、使いやすい施設

6

① 広島大学のグローバル展開を象徴する建築物として、特徴のある外観とする。
② 周辺の景観と調和する外観デザイン及び色彩の施設とする。
③ 周辺の建物との関係に最大限配慮した配置計画とする。
④ 整備候補地はサブの交通結節点に隣接しており、その機能との連携を図る。

Hiroshima University
施設整備の基本方針 １



① 施設のライフサイクル全体で省エネルギー・省資源に努めるなど地球環境に配慮した施設とする。
② 環境への配慮について、具体的な評価が得られる施設とする。

① 入居者のために、メールボックスコーナー、掲示板等を設置する。
② エントランスにはセキュリティを兼ねた風除室を設ける。
③ ゴミ集積場は、建物内に設ける。
④ 各種の手続き、入居者への対応（日本語及び英語）、来訪者の受付等のため、受付カウンタ
ーがあるフロントオフィスを設ける。
⑤ １階、２階には共用のトイレを設ける。

.

４ 安全で快適な施設及び環境

５ 維持管理・運営費の軽減に配慮した経済的な施設

６ 環境へ配慮した施設づくり

７ 全体共用部分の整備

7

① 防犯や事故防止等に配慮し、安全な施設及び環境とする。居住エリアは、入退館制御システムを
導入することで、許可者以外の立ち入りを制限する。

② 火災や自然災害等への対応に配慮した、安全な施設とする。

① 施設の長寿命化、メンテナンス・フリー、光熱水費の削減など維持管理・運営費の軽減に配慮
した経済的な施設とする。

② 将来のニーズの変化に対応できるフレキシブルな施設とする。

Hiroshima University
施設整備の基本方針 ２



Hiroshima University

国際交流拠点施設の立面図

8



9

Hiroshima University
施設内のパース

５

１階エントランス

２階ラウンジ１階多目的スペース

７階トップ研究者居室

9



Hiroshima University
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1階 エントランス、多目的スペース、カフェ
（イノベーション・ハブ、コワーキングスペース等）

１階平面図 822.23㎡

多目的スペース



◆多目的スペース・カフェ等は、壁などで遮られない一体的なデザイン

Hiroshima University

1階 オープンスタイルの配置～多目的スペース
（イノベーション・ハブ、コワーキングスペース）

オープン・イノベーションの場の提供

本施設は、世界と結ぶグローバルイノベーションの
連結点（ハブ）として、様々な立場・職種の人々がア
イデアやシーズを生み、それをセミナーやワーク
ショップなどにより具体化していき、新事業につなげ
ていく運営を行うこととする。
また、様々な立場の人々が、海外トップ研究者など
の新しい知識や視点にも出会うことができる国際交
流、知識循環の場とする。

コワーキングスペースの提供

多目的スペースは、普段コワーキングスペースとなる。ここ
では、異なる職業や仕事を持った人たちが同じ場に集まっ
て仕事をし、アイデアやシーズなどの議論をし、交流するこ
とができる場とする。多種多様な業種・業界の人たちが様々
な交流をすることで、新たなビジネスの創出といった機会を
提供することとする。
また、打ち合わせ用のスペースやWi-Fi、電源など、仕事の

インフラを用意する。
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Hiroshima University

２階諸室（大会議室・オフィス等）
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Town & Gown Office

2階平面図 570.75㎡



Hiroshima University

３階・４階 留学生・研究者居室
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３３．５㎡

１６．７㎡

《留学生用居室》

《バリアフリー居室》

4階平面図 608.91㎡

3階平面図 644.72㎡



Hiroshima University
５階・６階 留学生・研究者居室
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《家族研究者用居室》

６６．４㎡

２２．９㎡

《単身研究者用居室》

6階平面図 386.49㎡

5階平面図 592.75㎡



Hiroshima University

７階 交流ラウンジ・トップ研究者用居室
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《7階 トップ研究者用居室》《7階 交流ラウンジ》 ６９．３㎡

１０３．０㎡

トップ研究者用の居
室は、静かでくつろ
げる、見晴らしの良
い南向きの居室と
する。

ラウンジは、ミニセミ
ナー、来客、食事
パーティーなど、
様々なシーンに合
わせた利用が可能
なものとする。

7階平面図 328.99㎡



国際交流拠点施設 外観



国際交流拠点施設 エントランス（1階）



国際交流拠点施設 多目的スペース（1階）



国際交流拠点施設 ラウンジ（2階）



国際交流拠点施設 トップ研究者住居LDK（7階）



第 124 回  学長定例記者会見  発表事項 2     

 

令和 2 年 8 月 27 日 
 

世界初の角筆資料室を中央図書館に設置しました  
 

 

 

 

角筆研究の第一人者で文化功労者に選ばれた小林芳規名誉教授の収集した

角筆文献の資料室「小林角筆資料室」が中央図書館に設置されました。角筆文

献を集めた資料室は世界で初めてです。 

 角筆は先端をとがらせた木や竹の筆記具です。小林名誉

教授は 1961 年、この角筆を用いてくぼませて描いた字や

絵を漢籍資料から初めて発見しました。以来、日本各地や

中国、韓国などの古文書から角筆の書入れが確認された文

献は国内だけで約 3350 点に上っています。 

 今回、小林名誉教授が収集された角筆文献を本学にご寄

贈いただいたのに併せ、中央図書館の地下一階に資料室を

設置しました。角筆文献 293 点 943 冊と共に、角筆の実

物や角筆を浮かび上がらせるために考案された「角筆スコ

ープ」などを所蔵しています。 

 現在、図書館はコロナ感染拡大防止のため学外の方の利用はできませんが、

今後は広く世界の研究者に利用していいただき、小林先生が切り拓かれた角筆

研究を継承・発展させていきたいと願っています。 

 

 

   
（小林角筆資料室入り口）           （角筆文献） 

 

 



 

 
（右から 4 行目の中央付近「却徴之」の右横に「カヘシアラハス」の角筆による書き込

みがある） 

『角筆文献の国語学的研究 研究篇』(小林芳規著 ; 研究篇 -- 汲古書院, 1987)より 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

 
学術・社会連携室 図書館部 大元 

TEL:082-424-6220 



広島大学  2017 年度採択  世界展開力強化事業タイプ A（インド）  

「先端技術を社会実装するイノベーション人材養成のための国際リンケージ型学位プログラム」  

第 1 回学生ワークショップ  Technologies for the Future を  

9/25（金）にオンライン開催します  

第 124 回  学長定例記者会見 お知らせ事項 1    

令和 2 年 8 月 27 日  

 

 

 
 

 

広島大学 2017 年度採択  世界展開力強化事業タイプ A（インド）「先端技術を社会実装す

るイノベーション人材養成のための国際リンケージ型学位プログラム」は、2020 年 9 月 25

日（金）に、社会と未来を変えるテクノロジーについて考える第１回学生ワークショップ  

Technology for the Future をオンライン開催します。日印交流プログラムに参加した日本

およびインドの学生が留学先での研究成果を発表します。  

また、日印のソーシャルビジネス起業家を講演者に招き、社会と未来を変えるテクノロジ

ーについて考えます。学生の方はもちろん、起業やソーシャルビジネスに興味のある方など、

様々な分野の方々のご参加をお待ちしております。  

 

【日  時】  2020 年 9 月 25 日（金）13:00-16:15 

【言  語】  英語（日本語同時通訳あり）  

【参加費】  無料（要事前登録、定員 100 名）  

 

【参加大学】北海道大学、岐阜大学、インド技術科学大学ピラニ校、インド工科大学ムンバ

イ校、インド工科大学マドラス校、インド工科大学グワハティ校、広島大学  

 

【プログラム】  

13：00 開会挨拶  楯  真一、理事・副学長（学術・社会連携担当）  

  来賓挨拶  B.Shyam、在大阪・神戸インド総領事館  総領事  

    Souvik Bhattacharyya、  ビルラ技術科学大学ピラニ校  総長  

13：15 公開講演Ⅰ Neha Juneja、  Greenway 共同創設者  

https://www.greenwayappliances.com/ 

14：05 学生発表①  インド工科大学ムンバイ校  

14：10 学生発表②  ビルラ技術科学大学ピラニ校  

14：15 学生発表③  インド工科大学マドラス校  

14：20 学生発表④  インド工科大学グワハティ校  

14：25 休憩  

14：35 公開講演Ⅱ 遠藤  謙、株式会社  Xiborg 代表取締役  

https://xiborg.jp/ 

15：25 学生発表⑤  広島大学  

15：30 学生発表⑥  北海道大学  

15：35 学生発表⑦   岐阜大学  

15：40 総評   Usha Dixit、在日インド大使館  科学参事官  

西川  裕治、JST SSP 交流事業推進室  国際連携アドバイザー  

    牧野  恵美、広島大学  アントレプレナー教育部門  准教授  

16：10 閉会挨拶  Swati Patankar、 インド工科大学ムンバイ校国際担当副学長  

    藤原章正、広島大学   副学長（学術院担当）  

 

【お問い合わせ先】  

広島大学  ILDP事務室  

Tel＆Fax：082-424-6954  

E-mail： i ldp-program@office.hiroshima-u.ac.jp 

 

https://www.greenwayappliances.com/
https://xiborg.jp/
mailto:ildp-program@office.hiroshima-u.ac.jp





